
 

 

第１ 会議日時 

   令和８年６月 18日（木) 午前９時 40分 ～ 午後１時 00分 

 

第２ 会議場所 

 公安委員会会議室、公安委員室 

 

第３ 出席者 

１ 公安委員会 

松永委員長 久保田委員 三輪委員 杉山委員 中山委員 

  

２ 警察本部 

本部長 総務部長 警務部長 生活安全部長 地域部長 刑事部長 交通部長 警備部長 

情報通信部長 首席監察官 サイバー対策本部長 警察学校長  

 

第４ 議事の概要 

 １ 審議・報告案件 

(1)  令和９年静岡県警察年頭視閲式の開催日程について（警務部） 

    警務部長から、令和９年静岡県警察年頭視閲式の開催日程について報告があった。 

  (2) 静岡県迷惑行為等防止条例の一部改正について（生活安全部） 

生活安全部長から、令和７年 12月に改正されたストーカー行為等の規制等に関する法律

に準じて静岡県迷惑行為等防止条例の一部改正を行う旨の報告があり、委員から紛失防止

タグに係る規制が新設されることについて「紛失防止タグ自体に、このような使い方をす

ると法律又は条例に触れることになるといった注意喚起情報を記載する必要があると考え

るところ、販売メーカー等に働きかけることはできるのか。」旨の発言があり、生活安全部

長が「商品例としてお持ちした紛失防止タグのパッケージには、『一定の目的下、他者の位

置情報をその者の承諾を得ないで取得する行為等は日本の法律で禁止されている』旨の記

載がある。ただし、安価な商品など多様な商品が出てきており、販売側への対応依頼は必

要と考えている。」旨を返答した。これを受け委員からは「大きな文字で記載するなど、よ

からぬ目的を持つ人に買い難いと思わせるような対策として検討してもらいたい。」旨の発

言があった。 

 （3） 小学生及び中学生に対する警察業務紹介イベントの開催について（総務部） 

総務部長から、夏休み期間に行う警察業務紹介イベントについて、その開催概要及び新

たに中学生を参加対象者に加えたことについて報告があり、委員から「将来の人材確保の

観点からも、中学生へのアプローチはよいことである。」旨の発言があった。 

 （4） 令和８年夏の交通安全県民運動の実施について（交通部） 



交通部長から、夏の交通安全県民運動について、その開催概要及び自転車の交通安全へ

の注目度に鑑み自転車のロードレースチームを交通安全大使に委嘱して広報を行う旨の報

告があり、委員から「プロの方を通じてヘルメットの格好良さが伝わり、着用が広まるこ

とを期待する。」旨の発言があった。 

これを受けて、交通部長から「交通安全対策に関しては、危険性を示す脅威アピールだ

けでは限界があり、ユーモアを交えたり、スタイリッシュさをアピールしたりといった、

行動様式を変容させる取組を並列して行うことが大切だという論文もある。そのようなこ

とを踏まえ、新たな取組を検討した。」旨の返答があり、委員から「交通違反については、

見つからなければよい、指摘されなければよいと、ある意味で受け身の意識の方もいるの

ではと感じている。飲酒運転のように、それをすることは格好悪い、というイメージが根

付き、ヘルメットを被ることが格好良い、という意識となるよう変えていってもらいた

い。」旨の発言があった。 

 （5） テロ対策ネットワーク静岡総会・分科会の開催について（警備部） 

    警備部長から、テロ対策ネットワーク静岡総会・分科会の開催について報告があり、委

員から「今年はアジア競技大会も開催される。大会が何事もなく進むよう、引き続きテロ

対策をお願いする。」旨の発言があった。 

 

 ２ 個別決裁･報告等 

(1) 条例の取扱状況について（警備課：次席）～決裁 

(2) 警察職員の特別派遣について（警備課：次席）～決裁 

(3) 公安委員会宛て苦情の調査結果について（警察相談課：課長補佐）～報告 

（4） 公安委員会宛て苦情の回答（案）について（総務課：管理官）～決裁 

 (5) 公安委員会宛て文書等について（総務課：管理官）～決裁 

 (6) 警察署協議会委員の辞職の申出と委嘱候補者について（総務課：管理官）～決裁 

 

３ 運転免許の行政処分 

意見の聴取・聴聞実施件数は 11件で、警察からの個別の説明を基に処分を決定した。 


